


　ただ、こうしたレトロな演出が好まれる一方で、店舗の空間
に対して「無機質」というキーワードも好まれています。SNSで
「＃無機質カフェ」にて検索をすると、打ちっぱなしのコンク
リートに囲まれた空間が多く見られます（写真5）。あえて「映え
る空間」ではなく「被写体を邪魔しない空間」に足を運ぶとの
こと。それがインスタなどで写真をUPする際の自己表現に繋
がっているそうです。思い返せば、店舗内へ販売在庫を置かな
いZ世代向けの店舗として話題を集めた「CHOOSEBASE 
SHIBUYA（チューズベースシブヤ）」などは、まさに無機質な売
り場を体現したものでした（写真6）。

　先日、「Simeji presents Z世代トレンドアワード2022※」に
て発表された「トレンドフード2022」の５位にランキングされ
ていた「ショートケーキ缶」（写真7）は、この「映え」と「無機質」
を同居させたような面白い試みでした。自動販売機で買える
ショートケーキという斬新なアイデアと、缶に入ったケーキの
可愛らしさがSNSを通じて広まったのですが、自販機自体は商
品を映えさせるためにあえて無機質なデザインにしたように
見えます。


